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27.9%
ホームページ
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SNS 8.9%SNS 8.9%
アプリ（カタポケなど）1.5%アプリ（カタポケなど）1.5%
情報は必要ない2.9%情報は必要ない2.9%

その他6.6%その他6.6%

自宅まで配布される
85.1%

自宅まで配布される
85.1%

公共施設で3.3%公共施設で3.3%

町内のコンビニで0.8%町内のコンビニで0.8%

町ホームページで2.5%町ホームページで2.5%

入手していない6.6%入手していない6.6%

その他1.7%その他1.7%
複数年6.6%複数年6.6%

1年ぐらい
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その他4.1%その他4.1%

その他1.7%その他1.7%

少し負担と感じる
26.4%

少し負担と感じる
26.4%

特に負担とは感じない
29.8%

特に負担とは感じない
29.8%

かなり負担に
なると感じる
42.1%

かなり負担に
なると感じる
42.1%

　広報ひがしうら１月号で「広報活動アンケート」を実施し
た結果、121名の方から回答をいただきました。回答の一
部を抜粋して紹介します。
　結果の詳細は、町ホームページ「令和３年度広
報活動アンケート結果」でも公開しています。
●問い合わせ　住民自治課　内線287

※「広報ひがしうら」は地区
組織（区など）を通じて各
世帯へ配布されています。

ご協力いただきありがとうございましたご協力いただきありがとうございました
結果
発表

広報活動アンケート広報活動アンケート

アンケート
内容と結果

20代 6.6%20代 6.6%

30代
14.9％
30代
14.9％

40代
19.0%
40代
19.0%

50代
17.4%
50代
17.4%

60代
21.5%
60代
21.5%

70代
12.4%
70代
12.4%

80代以上 7.4%80代以上 7.4%
20代未満 0.8%20代未満 0.8%

回答者の
年代別
割合

回答者の
年代別
割合

町に関する情報の取得方法は？Q

あなたが広報紙を配布する
ことになった場合の負担は？Q

「広報ひがしうら」の保存期間は？Q

町広報紙の情報は、
今後どのような方法で得たいですか？Q

「広報ひがしうら」の入手方法は？Q
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65.3%
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その他
14.9%
その他
14.9%

未回答2.5%未回答2.5%

わかりにくい
17.4%

わかりにくい
17.4%

広報紙全般に関するご意見
・カラーになり、大変見やすくなった。２次元コードもたくさ

ん記載されており、読み手のことを考えていただいている
と感じる。

・行政のこと、中長期のまちの発展の方針や進捗などを積極
的に広報していただけるとありがたい。地元の民間企業の
紹介や、町民参加型のコンテストなど、多様な年齢層の読
者が楽しめる企画を紹介していただけるとより一層楽しめ
ると思う。

・全世代に広く広報する必要があることは、広報紙が有効で
あると思う。

・町からの情報は広報紙に頼っており、貴重な情報源だと思っ
ている。

・個別の情報（健康診断、各税金納付など）は各世帯（個人）宛
てに送付されており、「広報紙」で把握することは少ないの
で、さらに発行回数を四半期ごととかに減らしてはどうか。

・必要な時にホームページで閲覧できればよいと思う。紙で
必要な方のみに配布することで、ごみの削減にもなり環境
にもいいと思う。

・情報源にはなるが、絶対に紙でなくてもよい。インターネッ
トもあるし、広報紙がほしければ役場やコミュニティセン
ターなどに設置し、各々持ち帰る方法でもよいと思う。

令和３年９月号「東浦のミライをつくる」、
12月号「あたらしい学びのカタチ」の特集は、
わかりやすい内容でしたか？

Q

今後特集してほしい内容はありますか？Q

9月号

12月号

●講師
　防災教育アドバイザー
　近藤　ひろ子氏
●視聴方法

町公式 YouTube
●更新頻度

　①～⑤の動画を５月～９月に毎
月１本ずつ配信予定
※内容を変更する場合あり

●質問・問い合わせ
　防災危機管理課　内線348

防災動画を

配信します！
　いつ発生してもおかしくない南海
トラフ地震やゲリラ豪雨などの予想
できない災害から、大切な家族や地
域を守るために自分ごととして防災
に向き合ってみませんか。

①「防災」って？「命を守る」って？

②「みんなでいっしょに生き延びて
いく」ために、どうする？

③「東浦町防災マップ～大切な人を
守るために～」を見てみよう！

④みんなで「防災」をやっていこう！ 
～小・中学生として今できること～

⑤「子連れ防災」 
明るく、楽しく、元気よく！

どんな動画を配信するの？

テーマ 「東浦町 みんなで防災」


